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メディアタイムズ

仏
伊
主
流
は
異
業
種
傘
下

仏
ル
モ
ン
ド
紙
が
経
営
難
か
ら
売
却
さ
れ
、
引
受
先
と
な
る
企
業

体
が
6
月
2
8
日
に
決
ま
っ
た
。
報
道
機
関
が
異
業
種
の
企
業
に
支
配

さ
れ
る
と
い
う
、
ほ
か
の
先
進
国
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
形
態

が
、
南
欧
の
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
で
は
す
で
に
常
態
化
し
て
い

る
。
な
ぜ
両
国
で
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

（
パ
リ
＝
国
末
憲
人
、
ロ
ー
マ
＝
南
島
膚
也
）

企
業
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

ふ
た
を
開
け
た
ら
、
「
薄
氷
の

勝
利
」
だ
っ
た
。

ル
モ
ン
ド
紙
の
買
収
に
は
、
故

ミ
ッ
テ
ラ
ン
元
大
統
領
ら
左
派
に

近
い
実
業
家
ベ
ル
ジ
ェ
民
ら
の
企

業
体
「
ト
リ
オ
」
と
、
サ
ル
コ
ジ

政
権
に
近
い
フ
ラ
ン
ス
二
テ
レ
コ

ム
の
経
営
者
リ
シ
ャ
ー
ル
民
ら
の

グ
ル
ー
プ
が
名
乗
り
を
上
げ
た
。

同
紙
の
記
者
会
や
従
業
員
会
は

2
5
日
、
9
▼
割
以
上
の
賛
成
で
「
ト

リ
オ
」
へ
の
支
持
を
表
明
。
同
紙

の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
2
8

日
の
監
査
委
員
会
で
は
冒
頭
、
リ

シ
ャ
ー
ル
民
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
、

現
株
主
と
し
て
持
つ
1
票
を
、
シ

ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
監
査
委
員
長
（
元

ル
ノ
ー
会
長
）
に
委
任
し
た
上

新
聞
の
1
面
を
摸
し
た
ル
モ
ン
ド
社
の
社
屋
＝
A
F
P
時
事

で
、
候
補
か
ら
の
撤
退
を
表
明
。

流
れ
が
決
ま
っ
た
か
に
み
え
た
。

し
か
し
、
監
査
要
は
そ
の
後
、

社
外
と
社
内
の
株
主
が
対
立
し
て

も
め
た
。
ト
リ
オ
は
2
0
票
中
9
票

し
か
集
め
ら
れ
ず
、
シ
ュ
バ
イ
ツ

ァ
ー
委
員
長
が
最
後
に
、
委
任
票

と
白
票
の
計
2
票
を
ト
リ
オ
に
投

票
。
政
権
と
の
近
さ
か
ら
記
者
た

ち
が
拒
否
反
応
を
示
し
て
い
た
リ

シ
ャ
ー
ル
氏
が
託
し
て
い
た
1
票

で
、
ベ
ル
ジ
ェ
民
ら
の
ト
リ
オ
が

や
っ
と
過
半
数
を
獲
得
す
る
と
い

う
皮
肉
な
結
果
と
な
っ
た
。

高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
ブ
・
サ
ン

ロ
ー
ラ
ン
創
設
者
と
し
て
知
ら
れ

る
ベ
ル
ジ
エ
氏
は
、
同
紙
の
論
調

に
近
い
左
派
支
持
者
だ
が
、
メ
デ

ィ
ア
経
営
の
経
験
に
乏
し
い
。
監

査
妻
で
の
ご
た
ご
た
は
、
今
後
の

経
営
に
一
抹
の
不
安
を
残
し
た
。

た
だ
、
他
業
種
の
実
業
家
が
メ

デ
ィ
ア
を
支
援
す
る
構
図
は
、
フ

ラ
ン
ス
で
は
珍
し
く
な
い
。

兵
器
産
業
大
手
ダ
ッ
ソ
ー
が
フ

ィ
ガ
ロ
紙
を
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
を

い
く
つ
も
配
下
に
抱
え
る
「
モ
エ

ヘ
ネ
シ
ー
・
ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン
」

（
L
V
M
H
）
が
経
済
紙
レ
ゼ
コ

1
を
所
有
す
る
な
ど
、
経
営
難
に

見
舞
わ
れ
た
多
く
の
全
国
紙
が
、

す
で
に
企
業
の
傘
下
に
あ
る
。

企
業
支
配
の
慣
向
は
強
ま
っ
て

い
る
。
大
衆
紙
フ
ラ
ン
ス
・
ソ
ワ

ー
ル
は
昨
年
、
ロ
シ
ア
の
富
豪
プ

ガ
チ
ョ
フ
氏
に
買
収
さ
れ
た
。
プ

ガ
チ
ョ
フ
家
は
ロ
シ
ア
で
銀
行
を

経
営
し
、
プ
ー
チ
ン
首
相
と
極
め

て
近
い
と
い
わ
れ
る
。

大
衆
紙
パ
リ
ジ
ャ
ン
も
、
1
9

4
4
年
の
創
刊
以
来
の
社
主
家
が

売
却
を
検
討
、
サ
ル
コ
ジ
政
権
に

近
い
2
企
業
グ
ル
ー
プ
が
買
収
に

関
心
を
示
す
と
伝
え
ら
れ
る
。

多
く
の
経
営
者
は
編
集
に
介
入

し
な
い
と
表
明
し
て
い
る
も
の

の
、
人
事
権
を
遮
っ
て
い
る
た

め
、
間
接
的
に
論
調
を
左
石
す
る

恐
れ
は
否
定
で
き
な
い
。

企
業
は
な
ぜ
、
新
聞
を
傘
下
に

収
め
た
が
る
の
か
。
企
業
イ
メ
ー

ジ
に
プ
ラ
ス
に
な
る
か
ら
だ
と
、

関
係
者
は
口
を
そ
ろ
え
る
。
「
今

や
新
聞
所
有
は
、
企
業
に
と
っ
て

一
種
の
ス
テ
ー
タ
ス
だ
」
と
仏
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
話
す
。

補
助
金
も
減
少

新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
苦
し
い
の
は

イ
タ
リ
ア
も
同
様
だ
。
最
大
部
数

の
保
守
系
「
コ
リ
エ
レ
・
デ
ラ
・

セ
ラ
」
　
（
5
2
万
部
）
や
、
左
派
系

「
レ
プ
ブ
リ
カ
」
　
（
4
7
万
部
）
、

「
ラ
ス
タ
ン
パ
」
　
（
3
0
万
部
）
な

ど
主
要
全
国
紙
は
こ
の
1
0
年
で
部

数
を
4
分
の
1
近
く
減
ら
し
た
。

こ
う
し
た
全
国
紙
が
す
べ
て
巨

大
企
業
グ
ル
ー
プ
の
傘
下
に
入
っ

て
い
る
事
情
も
、
フ
ラ
ン
ス
と
似

て
い
る
。
コ
リ
エ
レ
は
自
動
車
メ

ー
カ
ー
の
フ
ィ
ア
ッ
ト
と
、
ベ
ル

ル
ス
コ
ー
ニ
首
相
率
い
る
企
業
体

フ
ィ
ニ
ン
ベ
ス
ト
の
下
に
あ
る
。

各
蘭
と
も
近
年
の
部
数
減
や
広

告
収
入
減
で
経
営
が
急
速
に
悪

化
。
親
会
社
か
ら
支
援
を
仰
ぎ
つ

つ
、
大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
を
進
め

て
お
り
、
紙
面
の
質
の
低
下
も
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

各
紙
が
頼
み
の
網
に
し
て
き
た

政
府
補
助
金
も
減
少
し
て
い
る
。

補
助
金
制
度
は
8
1
年
に
成
立
し

た
「
新
聞
・
雑
誌
の
発
行
者
へ
の

財
政
支
援
法
」
が
根
拠
。
法
制
定

の
意
図
は
「
少
数
意
見
を
尊
重
す

る
た
め
」
で
、
弱
小
の
新
聞
社
や

出
版
社
を
救
済
す
る
目
的
だ
っ
た

が
、
拡
大
解
釈
さ
れ
て
大
新
聞
な

ど
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
2
0
0
0
年
は
繚
額
1
億
雪

（
約
1
1
0
億
円
）
だ
っ
た
が
、

0
4
年
に
は
7
億
m
l
に
ま
で
膨
れ
上

が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
私
企
業

の
メ
デ
ィ
ア
が
政
府
か
ら
補
助
金

を
受
け
取
る
こ
と
へ
の
国
民
の
批

判
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
徐
々

に
削
減
さ
れ
、
今
年
は
3
・
7
億

千
に
な
る
見
通
し
だ
。

そ
こ
に
国
家
の
財
政
危
機
が

追
い
打
ち
を
か
け
る
。
緊
縮
策
を

進
め
る
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
政
権

は
、
1
2
年
に
法
を
改
正
、
メ
デ
ィ

ア
補
助
金
を
大
幅
削
減
す
る
方
針

だ。

コ
ス
ト
か
さ
み
経
営
難

新
聞
経
営
を
大
企
業
や
国
家
が

支
え
る
形
態
は
、
仏
伊
両
国
で
目

立
つ
一
方
で
、
他
の
欧
州
諸
国
で

は
、
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
。
英
独

な
ど
で
は
、
新
聞
を
経
営
す
る
の

は
メ
デ
ィ
ア
企
業
で
、
他
業
種
か

ら
の
参
入
例
は
少
な
い
。

仏
伊
が
特
異
な
理
由
に
つ
い

て
、
両
国
メ
デ
ィ
ア
に
詳
し
い
仏

レ
ン
ヌ
大
学
の
ピ
エ
ー
ル
・
ミ
ュ

ソ
教
授
は
「
経
済
的
要
因
が
大
き

い
。
両
国
で
は
、
新
聞
を
発
行
す

る
だ
け
で
は
経
営
が
成
り
立
た
な

い
」
と
指
摘
す
る
。

両
国
と
も
、
活
発
な
労
働
運
動

に
支
え
ら
れ
た
印
刷
労
働
者
の
賃

金
が
高
い
う
え
、
配
送
費
用
も
高

く
、
新
聞
発
行
の
コ
ス
ト
が
か
さ

み
が
ち
。
ま
た
、
日
常
生
活
で
は

新
聞
よ
り
も
テ
レ
ビ
の
占
め
る
比

重
が
大
き
い
。

「
書
き
言
葉
よ
り
話
し
言
葉
に

弟
し
み
が
ち
な
地
中
海
的
性
格
に

加
え
、
家
族
を
大
事
に
す
る
カ
ト

リ
ッ
ク
の
伝
統
の
影
響
も
あ
り
、

両
国
で
は
、
1
人
で
活
字
に
向
か

う
よ
り
一
家
そ
ろ
っ
て
テ
レ
ビ
を

眺
め
る
時
間
が
長
い
」
と
ミ
ュ
ユ

教
授
。
そ
の
結
果
、
広
告
は
テ
レ

ビ
に
出
す
企
業
が
多
く
、
新
聞
皿
・

広
開
雛
離
よ

め
、
両
国
内
で
は
国
家
の
補
助
養

大
を
求
め
る
声
が
多
い
。
た
だ
、
川

そ
れ
は
政
府
の
新
聞
へ
の
影
響
力

増
大
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。


